
日時：令和2年2月25日 14：00～16：30
場所：西三河総合庁舎

資料3

土砂の問題について、市民部会発のイベント
勉強会

流域一体化に向けたイベントに参加
三河湾大感謝祭

流域一体化に向けたイベントに参加
2019矢作川感謝祭

中山間地振興の活動情報を共有・ネットワークづくりを支援
事例集交流会2019



活動（参加者数） 日時 場所

第40回ＷＧ（22名） 8月7日（水）
13:30-16:00 ・西尾市役所会議棟 第4会議室

第41回ＷＧ（20名） 9月18日（水）
13:30-16:00 ・西尾市役所会議棟 第3会議室

第42回ＷＧ（19名） 11月5日（火）
13:30-17:00

・矢作川浄化センター
・西尾市役所会議棟 第3会議室

第11回海部会
まとめの会（20名）

12月24日（火）
15:00-17:00 ・西尾市役所会議棟 第4会議室
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5.（2）海部会の活動進捗報告｜ 令和元年度の活動スケジュール

豊かな三河湾の再生
に向けた取り組み

＜テーマ＞

○アサリをはじめとする三河湾の生物資源回復に向けた具体的な取り組みに関する意

見交換と、海のモニタリングによる情報の蓄積および市民への情報発信を推進する。

＜解決手法＞

海部会の活動として、WGを３回、まとめの会を1回開催した。

《令和元年度の当初目標》
9年間の取り組みの成果をとりまとめるとともに、「豊かな三河湾の再生に向けた取り組み」について、ひきつ
づき情報共有と意見交換を行う。



5.（2）海部会の活動進捗報告｜ 令和元年度の活動成果
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今年度の活動方針に対する進捗状況

＜アサリをはじめとする三河湾の生物資源回復に向けた具体的な取り組みに関する意見交換＞
○吉田漁業協同組合の石川組合長、東幡豆漁業協同組合の石川組合長からアサリ漁獲量の
推移について話題提供をいただき、三河のアサリ漁業の実態について情報共有を行った。

• アサリの漁獲量について、昨年度は不漁とはいえ、現物を見せることができた。今年は、
漁場に貝らしきものがほとんど見当たらない状況です。アサリに関わる漁業者の中には、
職を変えたり、船まで処分する者も出てきている。

意見交換の風景（第40回海部会WG) 漁業者からの現状報告



5.（2）海部会の活動進捗報告｜ 令和元年度の活動成果

＜海のモニタリングによる情報の蓄積および市民への情報発信を推進する。 ＞
○矢作川浄化センターにおいて、栄養塩の試験放流について話題提供をいただいた。吉田
漁業協同組合石川組合長よりのり漁場における近年の水質の変化について話題提供を
いただき、意見交換を行った。
•平成28年より西三のり研究会が、三河湾8つの海域で栄養塩類とプランクトンの調査を
行っている。その結果、のりの生育に向かない塩類濃度であること、水温が高すぎることが
わかった。

•平成30年度より矢作川浄化センターにおいて、栄養塩の試験放流が行われている。現
時点では、アサリの漁獲が昨年度よりも悪化しており、試験放流の効果がみられない状
況である。一方で、のりでは品質面での向上がみられ、県には今後とも栄養塩の試験放
流を継続してもらえるよう、県にお願いをしている。

吉田漁業協同組合石川組合長よりご提供いただいた海の水質調査結果（抜粋） 3



5.（2）海部会の10年のふりかえり
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①流域年表（海部会） 詳細は、「資料4」をご覧ください。



5.（2）海部会の10年のふりかえり
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②海部会の10年のふりかえり一覧 詳細は、「資料5」をご覧ください。

課題 テーマ これまでの課題 これまでの取組み 見えてきた課題 今後の試み

海
の
生
き
物
を
と
り
ま
く
課
題

ご
み
・流
木
の
問
題

豊
か
な
海
の
生
物
調
査

豊
か
な
海
の
再
生

海
と
人
の
課
題

海
と
人
の
絆
再
生

干
潟
・ヨ
シ
原
再
生

他部会との認識共有

他部会を巻き込んだ調査

問題の構造の共有からの解決策への発展

「透き通った海＝豊かな海」である
という疑問の共有

海部会が主導となる活動

ダムの土砂投入実験の範囲拡大

「透き通った海＝豊
かな海」ではないと
いう認識の周知

目に見えるごみから、目
に見えないマイクロプラ
スチック等の問題の共有

奈佐の浜プロジェ
クト等に目を向け
た参加も視野）現
状の把握

流域のイベントや市民
部会を通じた「豊かな
海」の情報共有と発信

継続した啓発が必要
海の生き物に触れ合うこと
による上下流連携の継続

山部会との合同部会で、東幡豆ト
ンボロ干潟周辺のごみの状況を把
握（平成27年）

東幡豆、西浦地区の2地点で、生き
物調査を行った。山部会と協働して、
干潟の試験造成後の生物相の変化を
確認した（平成25年・平成27年）

矢作川浄化センターを見学し、栄
養塩類の試験放水の状況を学ぶと
ともに、実際の水質の変化につい
て、情報共有と意見交換を行った。
（令和元年）

流域のイベント（奥矢作森林フィス
ティバル、矢作川感謝祭、三河湾大
感謝祭）における海の生物の展示
（平成28～令和元年）

矢作ダムの砂を活用した干潟造成
の試験施工について、関係者の協
力を得て実現した。その後、生物
相の把握を行うなど、試験造成の
効果を確認した。（平成26～平
成30年）



テーマ別の活動目標（案）

5.（2）海部会の次年度の活動目標（案）
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■ごみの問題
○ごみの質も以前とは変化している。特にマイクロプラスチックの問題は、拾って処分できるも
のではないため、最新の情報を共有する。

○10年の取り組みをふりかえりながら、アサリの問題、マイクロプラスチックの問題、土砂の問題に対
して、情報共有と意見交換を行う。

次年度の活動目標（案）

■豊かな海の再生に向けた取り組み
○アサリをはじめとする三河湾の生物資源回復に向けた具体的な取り組みに関する意見交
換と、「きれいな海＝豊かな海」ではないという認識の周知を行う。

■海と人との絆再生
○海の生き物に触れ合うことによる上下流連携をめざす。
○土砂移動に関する情報共有を行う。
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